
  

                       

       略歴 
U N I T E D   S T A T E S   A I R   F O R C E 

 

COLONEL OTIS C. JONES  

オーティス・C・ジョーンズ大佐 

  

オーティス・C・ジョーンズ大佐は、横田基地および第３７４空輸航空団の司令官を

務める。太平洋地域における国防総省唯一の空輸航空団の運用、訓練、指揮、統

制の責任を担う。横田基地は西太平洋の空輸拠点として、米国の前方展開と危機

対応を保障する為、即応態勢の整った部隊および基地運用支援を提供している。 

 

ジョーンズ大佐は、アラバマ州セルマ出身。１９９５年に空軍士官学校を卒業した。

１９９７年にテキサス州コーパスクリスティ海軍航空基地の操縦訓練課程を修了

し、C-１３０E ハーキュリーズと C-１７A グローブマスターIII の飛行試験官および教

官航空機司令官を務めた。南部監視作戦、統合警護作戦、イラクの自由作戦、不

朽の自由作戦、そして世界各地へ人道支援および緊急物資を空輸する数々の戦

術飛行の任務を支援。これまでに、中隊、群、主要軍、空軍司令部、統合司令部に

おいて様々な役職を歴任した。前職は、アーカンソー州リトルロック空軍基地第１９

運用群司令官。 

 

 

学歴  

1995 年  コロラド州コロラドスプリングス空軍士官学校 工学部理学士   

2002 年 アラバマ州マックスウェル空軍基地 中隊長士官学校  

2005 年 ミズーリ州セントルイス ウェブスター大学 経営管理学修士  

2007 年 カンザス州フォート・レブンワース 陸軍指揮幕僚大学 

2007 年 カンザス州フォート・レブンワース 陸軍指揮幕僚大学 軍事戦術学修士 

2012 年 アラバマ州マックスウェル空軍基地 空軍戦争大学（通信） 

2015 年 アラバマ州マックスウェル空軍基地 空軍大学、空軍戦争大学 

2015 年 アラバマ州マックスウェル空軍基地 空軍戦争大学 戦略研究修士 

2016 年 ワシントン D.C.国家安全保障学プログラム ジョージ・ワシントン大学エリオット国際関係大学院  

      国家安全保障統率、上級幹部課程 

 

職歴 

1.   1995 年  5 月－1995 年 12 月  コロラド州コロラドスプリングス空軍士官学校 体育部大学対抗プログラム 

   副マネージャー 

 2.   1995 年 12 月－1996 年  7 月  ミシシッピ州コロンブス空軍基地第 37 飛行訓練中隊、操縦訓練生  

 3.   1996 年  7 月－1997 年  2 月  テキサス州コーパスクリスティ海軍航空基地第 31 訓練中隊、操縦訓練生 



 4.   1997 年  2 月－2001 年 12 月  ノースカロライナ州ポープ空軍基地第 2空輸中隊 C-130E 教官航空機司令官、副小隊長、  

パイロット・スケジューラー、訓練教官、標準化・評価連絡担当官 

 5.   2001 年 12 月－2003 年  9 月  アーカンソー州リトルロック空軍基地第 314 運用群第 62 空輸中隊、第 314 運用群先任将 

校、小隊長、C-130E 公式訓練部隊飛行試験官および教官航空機司令官  

 6.   2003 年  9 月－2006 年  5 月  ワシントン州マコード空軍基地第 7空輸中隊、分遣隊長、運用副部長、小隊長、C-17A 

                                               飛行試験官および指導官航空機司令官  

 7.   2006 年  5 月－2007 年  7 月  カンザス州フォート・レブンワース、陸軍指揮幕僚大学学生 

 8.   2007 年  7 月－2008 年  6 月  ワシントン D.C.ペンタゴン米空軍司令部、世界的機動能力計画課空輸能力支部長 

 9.   2008 年  6 月－2010 年  5 月  ワシントン D.C.ペンタゴン米空軍司令部、世界的展開能力課戦術空輸支部長 

10.  2010 年  5 月－2011 年  6 月  ワシントン D.C.ペンタゴン米空軍司令部、運用計画・政策戦略部長および運用・ 計画・                              

需要部門副参謀長先任将校 

11.  2011 年  6 月－2013 年  5 月  ドイツ・シュパングダーレム空軍基地第 726 航空機動中隊司令 

12.  2013 年  6 月－2014 年  7 月  イリノイ州スコット空軍基地航空機動軍副司令官先任将校 

13.  2014 年  7 月－2015 年  6 月  アラバマ州マックスウェル空軍基地空軍戦争大学学生 

14.  2015 年  6 月－2016 年  6 月  コロラド州ピーターソン空軍基地北アメリカ航空宇宙防衛司令部・アメリカ北方軍、 

                                                戦略・政策・計画理事会、戦略・方針・政策課、国土防衛政策支部長 

15.  2016 年  6 月－2017 年  6 月  コロラド州ピーターソン空軍基地北アメリカ航空宇宙防衛司令部・アメリカ北方軍、 

                                                兵站技術工学理事会機動課長 

16.  2017 年  7 月－2018 年  7 月  アーカンソー州リトルロック空軍基地第 19 運用群司令官 

17.  2018 年  7 月－現在          横田基地および第 374 空輸航空団司令官 

 

飛行経歴  

等    級： 最上級操縦士  

飛行時間： 3,000 時間以上  

飛行機種： T-37B、T-44A、 C-130E、 C-17A、C-130J   

 

統合任務の職歴 

1.   2015 年  7 月－2016 年  6 月  コロラド州ピーターソン空軍基地北アメリカ航空宇宙防衛司令部・アメリカ北方軍、 

                                               戦略・政策・計画理事会戦略・方針・政策課、国土防衛政策支部長（中佐） 

2.   2015 年  6 月－2017 年  6 月  コロラド州ピーターソン空軍基地北アメリカ航空宇宙防衛司令部・アメリカ北方軍、 

                                               兵站技術工学理事会機動課長（大佐） 

 

主な受勲 

国防優秀従軍章 

功績章 5 回 

航空章 

航空功労章 3 回 

航空称揚章 2 回 

 

他の功績  

全空軍バスケットボールチーム 

全軍バスケットボールチーム 

 



昇進年月日  

1995 年 5 月 31 日 少尉  

1997 年 5 月 31 日 中尉  

1999 年 5 月 31 日 大尉  

2005 年 8 月 1 日 少佐  

2010 年 7 月  1 日 中佐  

2016 年 9 月  1 日 大佐  

 

 

                                                                                                                                       2018 年 7 月 現在   


